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1 はじめに

本稿は、 トルクメン誇の接辞を列記した接辞集である。以下、凡例を示

す。表記については、竹内・福盛 (20ω，2010)に示した。本接辞集は、 ト

ルクメン語式ラテン文字の配列を基本として、それに対応するトノレクメン

語式キリノレ文字およびトルコ誇式ラテン文字で転写した表記をあわせて示

している。長母音表記については、 トノレクメン語式ラテン文字(略称:ト

ルクメン)やトルクメン語式キリノレ文字(略称:キジノレ)では通常付記され

ていないので、 トルコ語式ラテン文字で転写した表記(略称:トノレコ)に

のみ長音表記を付記したら

見出し項告は358伊jである。十ではじまるのは名前や形容詞につく接辞、

mではじめるのは動詞につく接辞、何もつかずにはじまっているのは附属語

というように区別している。母音調和による交替形や子音の有声化による

e本稿は、竹内が執筆して現時点で未刊行の『トルクメン語入門Jに出てくるテキスト本文
や用例を基にして、福盛が接辞を拾い上げまとめたものである。また、各種参考文献から若

干の接辞を追加した。各種参考文献は、竹内・福盛 (2009)を参照のこと。誤りについては、

筆者らの棄任であるので、ご指摘いただければ幸いである。また、種々のご指摘をいただい

た査読者に謝意を申し上げる。

γ大東文化大学外国語学部
'i--i'岡山大学名誉教授

l文字の呼称については、福盛・池田 (2002)を参照のこと。
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交替形を全て見出し項目としてたてている代表的な接辞は見出し項目の

中で→のあとに示し、代表的な接辞のところにはりの中に交替形を示したと

一部の動詞接辞で複合辞によってテンス・アスペクトが変わるものについ

ては、複合辞を見出し項目とした。その際には「用法・意味j のところに

r -ar-dy Jのように接辞の切れ目を示した4 見出し項目の上付き数字は見
た目が同形のものに対して付与した。※で示したのは、同じ形で用法が異

なる複合辞である。~は短母音と長母音でゆれがあることを示す。

2 f妾辞集

l トルクメン!キリノレ
A 

+al -→+e +al →十C

+a2→十e 十a2-→+e 

+al →+1 +a江→+Jl

-alyl→-eli -aJ1bII -→嶋C刀H

-all→-eli 
フ

-aJ1bI -->-e刀H

」ーー

i用法・意味

十a一→+e
方向格語尾(語幹が子音終わりの

時)

方向格語尾(語幹が母音終わりの

十2→+e 時に、語幹末母音を長母者化する)

J¥、、 ...f ‘L 、ヲ一F 

+al →+1 形容認を自動認化する接辞

勧誘 l人称複数(話し手と相手が l

-ah →-eli 人ずつの場合)(語幹が子音終わり

のE寺) ...しよう、.ーしましょう

-ah→-eli 
勧誘 i人称複数(話し手と相手が

人ずつの場合)(語幹が母音終わり
'-ーーー

2すべての接辞を載せず、異形態をまとめた方がよいという指摘を査読者から受けたが、こ
ういった接辞集は当該言語が分からなし、から用いるのであって、研究者なら「形態素 Aの異
形態Jや f，，-，に罰じJと示しても通じるが、そうでない者には何のことかは分からないこと
がしばしばある。多くのメジャー言語における接辞の示し方はこの点で不親切である。また、
そういった表示をすることで、一度号仏、たのにまた別のページを探すといった二度手間の負
担をかけさせることになる。当該言語を知らない初学者が使うことまで想定して、本接辞集
は作成しているので、そういった不親切な方針はとらないように配慮、している。すべての交
替形を示す、形態素と異形態の示し方などの基本方針は竹内 (1987)に基づいている。
3→も()もない見出し項目は、交替形がなくその形しかない接辞である。
4接辞分析ができなかった見出し項目については示していない。
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!の時;こ、語幹末母音を長母音{とす干

!る〉 しよう、 しましょう -l 
-aly註 l-anbIH:I I-ah号 勧誘 l人称複数(語幹が子音終わり

→-eli凸 →ー印刷 j→-e1iI) の時) ..しよう、.ーしましょう

! 勧誘]人称複数(語幹が母音終わり

-aly註2 I-an説I{2 !-ahl)の時に、語幹末母音を長母音{とす
->-e1ii1 →冊印刷 →-eliI) 

る) ー.しよう、.ーしましょう

I-amok 現在完了否定 i人称単数 ーな
-amok l-aMOK 

~必nok った、...していない、一ことが
→ -emok →吃MOK

→ωemδk し1

-amlzδk 現在完了否定 l人称被数 一・なか
-amyzok l-aMbI30K 

'"'-'-amlzok った、...していなし1、...ことがな
→時間1izok →也倒的OK

→吃lI1izok し¥

-amzδk 現在完了否;定 i人称譲数
-amzok l-aM30K 

~品nzok った、 ..していなし¥ .ことがな
→-emzok →-eM30K 

→-enuok い
--一ー ー

-an →輸出 -aH → 

“おlok→ -enok1-出iOK→引lOK
-anok'"'-'-anok現在完了否定 ...なかった、...し

→‘enok ていなし1、一ことがない

現在完了否定 2人称単数 ...なか
-aIJok'"'-'“匂δk

4話ok→閉めokl-aI{OK→-eH，OK った、 ..していない、...ことがな
→-eI)δk 

し1
aιM也ー…

-al)lzok 現在完了否定 2人称複数 一.なか
-a話yzok l-aI{bI30K 

'"'-'-al)lzok った、...していない、...ことがな
一→-ei1izok ー→-eH，1130K

→-eI)izδk い

-al)zok 現在完了否定 2人称複数 .ーなか
-a抗zok l-aI{30K 

'"'-'-al)zok った、...していなし1、...ことがな
→ei1zok →凶eH，30K

→-eI)zδk い

十ar→+er 十叩→+叩 十紅→+er 場所を示す接辞 | 

-ari→4・ Lapl-→叩i ーが→-er' 不定未完了終止形、連体形(語幹が
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子音終わりの時) ..だろう、...で

しよう、 一る

不定未完了終止形、連体形(語幹が

国ar2ーマ-erl -ap-→叩i -ar→-erl 
母音終わりの侍に、語幹末母音を

長母音化する) ..だろう、...でし

ょう、...る

四ar3ー→-er2 _ap3→_ep2 _ar2→-er 使役 •• .(さ)せる

過去不定未完了(語幹が子音終わ

-ardyl→-erdi ωap，lJ，bI→-ep.ll.11 -ard1→-erdi りの時)(-ar-dy) ーしただろう、.

したでしょう

過去不定未完了(語幹が母音終わ

-ardl --->-erdi 
2 -ard1→引di

りの時に、語幹末母音を長母音化
-ap，lJ，bI→-ep.ll.11 

する)(-arωdy) …しただろう、...し

たでしょう

-ardyrl -ap，lJ，b1pl -ard1r 
現在不定未完了(語幹が子音終わ

りの時)(-ar dyr) ..だろう、...でし
→引dir →-ep.ll.l1p →-erdir 

ょう、一-る

現在不定未完了(語幹が母音終わ

-ardyr2 -apllblP2 -ardlr りの時に、語幹末母音を長母音化

→-erdir →-ep.ll.l1p →-erdir する)(-ぽdyr) ...だろう、...でしょ

う、...る

動名語化の接尾辞(語幹が子音終

-as/→-esI -aCbllー→-eCI1 -as1一→-esl わりの時)(gel-とともに願望を示

す)

動名詞化の接尾辞(語幹が母音終

-asy2→-esi ωaCbI2ー→-eCI1 -as1一→司eSI わりの時に、語幹末母音を長母音

化する)(gelωとともに願望を示す)

-ay →-ey -aMー→-d泊 凶ay→-ay 意外性

-atyni 悌a註bIH1 -aym 意志 1人称単数(語幹が子音終わり

→-eym →鴨e泊附 →-eym の時) 一ょう
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一→-evm

意志 l人材、単数(語幹が母音終わり

の特に、語幹末母音を長母音化す

る) ...ょう

吋
ノ
白

nu 
'ザ，丸、Jnd
 

→-eym 
lajb?2 i-aym 

C 
十ca→+ce 十qa→十四 十平a→十ce "語を示す接辞

十号e(+ca) 十可e(+Lja) :十戸側 ..誇を示す接辞

lii ÷+ c早引y1， ド同i 可m引附(廿+出 1+ (+cy， +ci，号1(+Cl， +ci，十Cl，
人を示す接辞+>K:bl，必>K:H，

十yci，+ジcy) +yci，十yC1)
-H)I¥bl) 

+Clg →+cik 十ql1r一→+LjHK 十Clg→十cik 言語/J¥辞

十cik(+cig， 
村民K(+LjH 

十干ik(十むIk，+cig， 
十円blr， +LjbIK， 

j十clg吋叫 指小辞十cyg，+cyk，十jig，
十双くHに十活¥I1K，

寸-jik，勺yg，十jyk) 十Clg，十clk)
+)I¥blに十>K:bIK，)

十cy→十ci 十qbI-→+可H ートCl→+ci !人を示す接辞

i+cyg→吋ik 十qbIT-→十河HK 十干19→十cik i指/J¥辞

十号yk→+cik 十qbIK-→+tIHK 十号lk→+cik 指小辞
一一一一一一一

D 

!位置格語尾
一一一一

十da-→+de I+，na→十郎 十da→+de ...に、...で

i取立ての付属語(正議;法で、はハイ

_dal →-de ー且a
l
→-.ue -da→-de フンに続けて書く) …も、そ

て、ので、...のね

取立ての付属語(正書法で、はハイ

_da2→-de -，na2→叩.ue -da→-de 
フンに続けて書く O 感動の時は末

尾が長母音化する) ーも、そし

て、ので、...のね

十daky 十，naKbI 十dakl
形容詞化の接辞 ..にある

→+deki 一→+.ueKH →+deki 
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十dan→+den 十.ll，aH→十.neH 十dan→+den 起点格語尾 ...から

十dar 十且ap 十dar 人を示す接辞

十da手→+de$ 十.ll，aw→切削 十da$→+de~ 仲間を示す接辞

十de(+da) 十.ll，e(十郎) +de (+da) 位置格語尾 ...に、..，で

-de 
取立ての付属語(正書法ではハイ

べle(ωda，-d註) -.ll，e (-.na， -.n;:J) フンに続けて く) ーも、そし
(-da， -da， -da) 

て、ので

十deki(十daky) 十且eKH(十周KbI)十deki(+dakI) 形容詞化の接辞 ..にある

+den (+dan) 十且eH(+.naH) +den (+dan) 起点格語尾 ...から

但der -.ll，ep -der 使役 •• .(さ)せる

十de$(+da~) 十且e凶(+.naIJJ) 十de号 (+da~) 仲間を示す接辞

取立ての付属語(正書法で、はハイ

-da -)-de -da→-de 
フンに続けて書く。 l時は末

-.ll，:::>→-.ne 
尾が長母音化する) ーも、そし

て、ので、...のね

dal dal 
否定の付属語(正書法では続けて

且:::>J1
書く) ..でない

di (du， du， dy) di (du， du， dI) 
完了の付属語(正書法では続けて

且H(.ny， .ny， .nbI) 
|書く) ...た

べ1i(-du， -du， -dy) 
-.ll，H (-，Il.y， -.ny， 

幽.nb1)
自 di(-du， -du， -dl) 完了 ...た

完了連体形(否定の形で用いられ

る。「であったJ*idik という付属

語が語尾化して、いろいろな語の

-dig→-dik -.ll，Hr ->-.nI1]( -dig→-dik あとにつくことがある。名詞化し

て限定語尾や人称語尾をともな

い、長い名詞匂もよくつくる) ... 

た

-dik (-dig， -dug， -.ll，HK (-.n院に-.nyに-dik (-dig， -dug， 完了連体形(否定の形で用いられ

ωduk，鍋duk，再dug，-.nyK， -.nyに司.nyK，-duk， -duk，情dug，る。「であったj 吋dik という付属
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-dyに寸yg) -)lblに-)lbIK) 、s''口D.G ，
 

L
A
 
d
 

語が語尾化して、いろいろな語のi

あとにつくことがある。名詞化し

て限定語尾や人称語震をともな

い、長い名詩句もよくつくる)

た

.-司" .， 

た

dir(duにdur，dyr) 
lI.HP ()l'yp， )lyp， 

dir (dur二dur，dlr) 
確認の付属語(正害法では続けて

)lblp) |書く) ..だ、.ーです、...ね

-dir (-dur， -dur， ー瓦HP(幽)lyp、 -dir (-dur，町dur， {吏役(語幹末が母音または 1，r以外

-dyr) -)lyp， -l.(blp) 勝dlr)
3の子音で終わる時) •• .(さ)せる

du → di du → di 
完了の付属諮(正書法では続けて

立y→)lH
l書く) ...た

ドdu→ -di 1-局/→-)lH I-du →-di 17ムじー・ ...た
一回閣一一一一一

完了連体形(否定の形で照いられ

る。「であったJ*idik という付属

iE吾が諾尾化して、いろいろな誇の

-dug → -dik ー均rr→-)lHK -dug→ -dik あとにつくことがある。名詞化し

て限 語尾や人称語尾をともな

い、長い名前匂もよくつくる)

...た

完了連体形(否定の形で用いられ

る。「であったJ*idik という付属

語が語尾化して、いろいろな語の

-duk→ -dik ー瓦YK→-)lHK -duk→ -dik あとにつくことがある。名詞化し

て限定語尾や人称語尾をともな

い、長い名詞句もよくつくる)

...た

dur→ dir lI.yp→)lHp dur→ dir 確認の付属語(正書法では続けて

5( -di慣k)は、完了接辞d に l人称複数接辞去が後続した譲合辞で、ある。
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書く) だ、ーです、 ね 外

-dur→-dir -dur→-dir 
使役(語幹末が母音または 1，r以

-，IJ，yp→-Jll1p 
の子音で終わる時) ...(さ)せる

du→ di du →di 
完了の付属語(正書法では続けて

，IJ，y→JlI1 
書く) ...た

-du→-di 自且y→ー朋 -d註→-di 完了 ...た

完了連体形(否定の形で用いられ

語が語尾化して、いろいろな語の

-dug→-dik -，IJ，yr→-JlI1K -dug →-dilく あとにつくことがある。名詞化し

て限定語尾や人称語尾をともな

い、長い名詩句もよくつくる)

...た

完了連体形(否定の形で用いられ

る。「であったJ本idikという付属

語が語尾化して、いろいろな語の

-d註k→-dik -，IJ，yK→-JlI1K -duk→-dik あとにつくことがある。名詞化し

て限定語尾や人称語尾をともな

い、長い名詞匂もよくつくる)

...た

dur→dir dur→dir 
確認の付属語(正書法では続けて

且yp→Jll1p
書く) ...だ、...です、...ね

-dur→-dir・ -dur→-dir 
使役(語幹末が母音または 1，r以外

-，IJ，YP→-Jll1p 
の子音で終わる時) •• .(さ)せる

dy→di dl→di 
完了の付属語(正書法では続けて

，IJ，bI→JlI1 
書く) ...た

-dy→-di -，IJ，bI→-JlI1 -dl→-di 完了 ...た

完了連体形(否定の形で用いられ

-dyg→-dik -，IJ，blr →叩1K -dlg→-dik る。「であったJ*idikという付属

語が語尾化して、いろいろな語の
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あてとにつくことがある。名詞化し

限定語尾や人称誇尾をともな

、長い名詩句もよくつくる)

た

完了連体形(否定の形で用いられ

る。トであったj 牢idikという付鶏

語が語尾化して、いろいろな語の

あとにつくことがある。名詞化し

-dyk→-dik ー瓦bIK→-.uHK -dlk→-dik lて限定語尾や人称語尾をともな
いた、長い名詞句もよくつくる)

※完了終止形 1人称複数(-dy-k)6 

‘..た

Idyr吋 ir dlr→dir 
確認の付属語(正書法では続けて

，LI，blp→.uHp 
|書く)…だ、 ..です、...ね

-.ll.blP→剖p 一dlr→dir

一一一一一一

-dyr→-dir 
{吏役(語幹末が母音または 1，r以外

の子音で終わる時) • .(さ る
巴喧士一

に」

+e 

iト{e+a，句)
十e j方向格語尾(諮幹が子音終わりの

(+a， +語) (十a，十五+え十互)持) .，.へ、.• • ~こ

i十切「十月
ー いん

十el→十i 十el→+1 形容認を自動詞化する接辞

勧誘 l人称複数(語幹が子音終わり
情eli

の時)(話し手と相手が 1人ずつの-eli (-aly) -e耳目(-aJIbl) 
(-ah， -ah，世ali)

場合) ー.しよう、ー.しましょう

-eli員 -e江HH， -eliIJ (-ahI]， -ahI]， 勧誘l人称複数(語幹が子音終わ均り三| 
(-aly泊) ( -aJIblH.) -aliI]) の時) ・ーしよう、.ーしましょう

-emizok -eMH3oK -emizok 現在完了否定 l人材、複数 ...な

6(幽dy-k)は、完了接辞-dyに i人材、護数接辞去が後続した複合辞で、ある。
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(-amyzok， (-aMbI30K， (-amlzδk， った、...していない、 一ことがな

-amizok) 国dMY!30K) -amlzδに し¥

-amizδk) 

-emok -eMOK -emδk 現在完了否定 l人称単数 ..なか

(-amok， -amok， (-aMOK， -dMOK， (-amδk， -amδk， った、...していない、...ことがな

幽mok) -MOK) -amok， -mδk) し1

-emzδk 
現在完了否定 1人称複数 ..なか“emzok -eM30K 

(-amzok， 
った、 ーしていない、...ことがな(-amzok， ( -aM30K， -dM30K， 

-amzok， -amzok， 
-amzok， -mzok) -M30K) し¥

-mzok) 

-en 
完了連体形-en (-an) 山 eH(齢制) ...た

(-an， -an， -an) 

自由lok 喧 eHOK -enδk (-anok， 現在完了否定 ...なかった、..，し

(anok) (-aHOK) -anδk， -anδk) ていなし 1、'"ことがない

-e員izok
司 eIJizok 現在完了否定 2人称複数 ..なか

-eH，1130K 
(-al)lZok， った、...していない、...ことがな

(国anyzok) ( -aJ-(b130K) 
暢al)lzok，-al)lZδk) し、

-e品。k
-eIJok (-aりδk， 現在完了否定 2人称単数 ..なか

-eI-~OK 
-al)ok， -al)δk， った、ーしていない、...ことがな

(-anok， -nok) (-aI-(OK， -l{OK) 
ー1)δk) し1

-eIJzok (-aりZδk，現在完了否定 2人称複数 ..なか
問enzok(-めzok，-eH，30K (-aJ{30K， 

った、...していない、...ことがな-al)zok，幽al)zδk，
-nzok) 同1{30K)

-l)zδk) し1

+er (+ar) 十ep(+ap) +er (+ar) 場所を示す接辞

_er
1 
(-ar， -ar， -ar， 

不定未完了終止形、連体形(語幹が

同er
1
(-ar，イ) _epl (-ap，幽p) 子音終わりの時) ・ーだろう、...で

しょう、...る

-eT2(411イ) 但ep~ (-ap， -p) ーer-ヲ(合r，ィ) 使役 •• .(さ)せる

-erdi -ep.ll，11 -erdi (-ardl， 過去不定未完了(語幹が子音終わ

( -ardy) ( -apJlbl) ωardl， -ardi) りの持)(幡町側面) …しただろう、...
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幽erdir -ep.且HP -erdir (骨ardlr，

(輔ardyr) 十apnblp) -ardlr， -1l.rdir) 

-eSl (-asl， -asl， 
信eSl(-asy) 開eCH(-acbl) 

働基si)

-eymやayyn) -e註HH(-aHbIH) 
-eym (-aym， 

-aym， -liyin) 

A 

十詮→十E 十d -→+e ÷亙→十e

開設li→ -eli 開dllH-→-e刀“

-alin→-eli凸 -dllHH，→白eJ1l1l-{I-alil)→-elilJ 

-amizok -dMH30K I-amizδk 

→幽emizok 一→“eMl130K →-emizδk 

-amok 信dMOK -amok 

→-emok -→-eMoK へemδk

-amzok -dM30K -amzδk 

→幽emzok 一→-eM3oK →‘emzδk 

101 

したでしょう

現在不定未完了(語幹が子音終わ

りの持)(-er dir) ..だろう、...でしi

ょっ、...る

動名詞化の接尾辞(語幹が子音終

わりの時)(gel協とともに綴翠を示

lす)

意志 l人間(語幹竺づ

りの時) ー-ょう

方向格語尾(語幹が母音終わりの

特に、語幹末母音を長母音化する)
J\ ，~ 、...¥''-

勧誘 1人称複数(語幹が母音終わり i

の時に、諮幹末母者を長母音化す

る)(話し手と紹手が i人ずつの場

(合) しよう、 しましょう

|勧誘:人称譲数(語幹が母音終わり

の時に、認幹末母音を長母音化すi

る) • • .しよう、...しましょう

現在完了否定 l人称被数 ...なか

った、...していない、...ことがな

現在完了否定 1人称単数 ...なか

った、...していなし1、...ことがな

し1

現在完了否定 l人称複数 .ーなか

った、...していなし1、...ことがな

し¥
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-an一→-en -;;m一→-eH -anー→"巴n 完了連体形 ...た

-anok→-enδk 
現在完了否定 ..なかった、一

-anok→-enolく 時:::lHOKー→-eH.OK
ていない、...ことがない

現在完了否定 2人称複数
-alJizδk 

..なか
由益話izok “:::lH，I130K 

った、...していない、 一ことがな
→-eiiizok 一ゅ-eH，1130K →匂izok

し1

現在完了否定 2人称単数 ..なか

-anok -;-eiiok -:::lH，OK→引1，0K -alJok→-eI)δk った、...していない、...ことがな

し¥

-alJzδk 
現在完了否定 2人称複数 ..なか

-a品zok 自:::lH，30K
った、...していない、 一ことがな

→固めzok ーづ-eH.30K →-eI)zok 
し¥

不定未完了終止形、連体形(語幹が

母音終わりの時に、語幹末母音を
-ar -→-er -:::lP→・ep 四ar一→-er

長母音化する) ...だろう、...でし

ょう、..る

過去不定未完了(語幹が母音終わ

-ardi→-erdi 
りの特に、語幹末母音を長母音化

-ardi→“erdi -:::lp，l.J，I1→-ep，U11 
する)(-ar-di) …しただろう、...し

たでしょう

現在不定未完了(語幹が母音終わ

-ardir -:::lp，l.J，I1p -ardir りの時に、語幹末母音を長母音化

→-erdir →-ep，Ul1p →-erdir する)(-ar dir) 一-だろう、-ーでしょ

う、...る

動名詞化の接尾辞(語幹が母音終

-aSl ->-eSl -:::lCI1 -;-eCl1 -aSl一→-eSl わりの持に、語幹末母音を長母音

化する)(gel-とともに願望を示す)

-ay (吋) -:::lH (-a泊) -ay (-ay) 意外性

意志.1人称単数(語幹が母音終わ
-aym→-eylO -:::lI1I1H 一→-eHI1H-aym→eylO 

りの時に、語幹末母音を長母音化
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|する〉 ょう

G 

ii gsymn)Mgu山i-fhll町民巾 !igEl 1n(ーun相手に対する意欲・綴望(無アクセ
hlH) i-gm) ント) ...してほしい

相手に対する意欲・願望(無アクセ!
古田1→ぢm -ryH→ィHH -gun→ -gm 

ント) ーしてほしい

-g出 1→-gm -gun→ぢm
問手に対する意欲・願望(無アタセ

-ryH→-fHH 
ント) ..してほしい

一
相手に対する意欲・願望(無アクセ

同gyn→-gm 「M →rHH 吉田→-gm
ント) .してほしい

十il 十11
1

十il

限定語尾(語幹が子音終わり
(+ni， +ny， +y) (+HH， +Hhl，十bl) (+ni，+I1l， +I) 

十12 十日2 十i2 対象格語尾(語幹が子音終わ の

(+si，十sy，十y) 何十…)I仲 SI，+1) 時) ..を
一一一

十i3(+y) 3 
i十泌 (+bl) l+i3 (十1) 高1]部化の接辞

受け身(語幹の最終音節に jがふく

値目Jl→骨見 -iI→-1 iまれず、語幹が子音終わりの ) 
一(ら)れる

十1mー→+m 十11Mー→+M 十1m→+m i人称単数所有語尾 私の

十lmlZ→+miz 十日MI13ー→+MH3十llmz→十miz l人称複数所有語尾 私たちの

1人称単数付属語(正書法では続け
m (un， un， yn) I1H (YH， YH， blH) m (un， un， m) 

て書く)私は、私が

受け身(語幹の最終音節に iがふく

-m →n -I1H →日 -m →n まれ、語幹が子音終わりの時)

..(ら)れる
吋

ーmつ-(-un，向。n， -I1Hつ-(ヴH，-YH， ーm匂フ (-un， -un， 再帰 自身を...する
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ヴn) -bIH) 

十mJ1→+吋i 十日H)KJ1→IDK}I十mC1→+nci
序数をつくる接辞(子音終わりの

時) ..番目の、第一-

十me(+sine， 十I1He(+CI1He， 十me(+sine， 

+suna，十sune， 十cyHa，+cyHe， +suna， +sune， 高IJ詞化の接辞(語幹末が子音終わ

十syna，+una， +CbIHa，十yHa， +sma， +una， りの時)

十une，+yna) +yHe， +bIHa) 十位ne，+ma) 

十i凸iー>+泊 十日H，l→十I-J， 十i9i→+り 2人称単数所有語尾 君の

十i長2(+nin， 十日H，2(十HI1H"
十i1)2(+nil)， 

十nu長+nui'i， +HYH" +HYH" 所属格語尾(語幹が子音終わりの
+nul)， +nul)， +111り，

持)+ny品，十u品，十心九 十Hbll-J"+YI-(， +yl-J" ..0) 
+UI)，+臼り +1り)

十yi'i) +w!，) 

-1員→"が 回目H，→ィ -11)→帽。2
命令 2人称複数 ...せよ、...しな

さし¥

十i品izートト11iz 十l1)lZ→+I)iz
2人称複数所有語尾 あなたたち

十日H，113→+民地
の、あなたの

-lP→-p -11口一→・11 ーlp→-p 中止連用形 ..て、...てから

-ipdi -l1n)J:11 -ipdi 過去完了十ip-di) ...た、...してい

→-pdi 一→-n，U11 →pdi た、...ことがあった

“ipdir -1111且!1p -ipdir 現在完了(ーipdir) ...た、 してい

→-pdir →聞n，Ul1p ->-pdir る、...ことがある

-I1P(-yp，欄yp，
楠lr(-ur， -ur，ヴr)

幽blp)
-lr (-ur，崎ur，副II・) 使役 •. .(さ)せる

l人称複数付属語(正書法では続け
lS (US， uS， yS) I1C (yc， yc， blC) lS (US， US， IS) 

て書く) 私たちは、私たちが

-I1C (γC，姐YC，

国IS(-US， -OS， -yS) 情blC，同日討C，-IOC， -}S (-US， -OS，幽IS) 動作名詞化

-i1yc， -i1bIC) 

ω1~ →-~ -I1W 一九w -}号→-~ 相互 ーしあう

ーIW(-UW， -UW， -I1B (-YB， -yB， ーlV(-UV，幽OV，-IV) 動詞の名詞化
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‘yvv) 

/-I13 (ヴ3，-y3， 
-lZ (-UZ， -UZ， -yZ) I -iz (ールUZ)i復役 (さ)せる

鍋b13)

J 

勺a→+ce 十:iK，a-→十羽 十ca→十戸 .. .p'吾を示す接辞

ゴa→づe サI¥a→吐くe -ca -→-ce j言語司をつくる接辞

→]ag→サek 十:iK，ar→十)KeK 十cag→十cek 指小辞

;サak→勺ek i十)l(aK→+)K間十|十四c一dk く→+cek 指小辞

-jak→せεk
予定・未来終止形、連体形 ;ま

-:iK，aK→-)KeK →-cek 
!ずだ、...予定だ

勺e→+ce 十万，e→十円C 十ce→十戸 i--詩を示す接辞

ゴe(サa) -:iK，e(-)Ka) |心外 副認をつくる接辞

十Jeg→→-jek i十:iK，er→+)KeK I+ceg→+cek 指小辞

i十jek(+jeg) 1+:iK，eK(十時r) 十cek(+ceg) i指小辞

i予定・未来終止形、連体形 ..は
情jek(オak) -)l(eK (-)KaK) -cek(十cak)

ずだ、一予定だ

十Jl→+ci 十万(I1→判M 十Cl→吋i 人を示す接辞
一一--一一

勺19→ +cik 十町〉削沼r→+lJI1K I+C1g→ +cik 指ノト辞

十jik→+cik K→十lJl1K 十cik→十cik 指小辞
1 

h→一----
!+jy→+ci 十:iK，bI→十河H 十C1→均i 人を示す接辞

十Jyg→+cik 十〉まくblr→十月討K 十Clg→十干ik 指小辞

十jyk→+cik 十:iK，bIK→+lJHーーーk色白血L十目白clk →旬ik 指小辞

K 

-k -K -k 
l人称複数人称語尾 私たちは、

私たちが

十ke与 十Kern 十ke与 人を示す接辞

-kez -Ke3 -kez 使役 •• .(さ)せる
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辞
一
辞

接
一
接

の
一
の

レ
い
一
レ
レ

コ同
d

一
コ
則
4

容
一
容

形
一
形

十ky→十ki 十地1→+K11 I+kl→+ki 

十ki(十ky) 十KI1(+Kbl) 十ki(十kl)

L 

十I(+al， +e1) 十万(+剖，+eJl) 十1(+al， +el) 形容詞を自動語化する接辞

ーI(-il， -ul， -ul， 
受け身(語幹の最終音節に lがふく

-JI (引九ヴ刀，噂Y刀，
-1 (国il，-ul，心1，“11)まれず、語幹が母音終わりの持)

-yl) 古川)

一(ら)れる

十laJ→+Ie' 十JIaJ→+mi 十laJ→+le' 動詞化接辞

十la2一同le2 十月a2ー→十月e2 十la2→+le2 形容認を他動詞化する接辞

十lan→+Ien 十JIaH-→+J1eH 十lan→+Ien 名詞や形容詞を自動詞化する接辞

十lar→+ler 十JIap→十月ep 十lar→+ler 複数語尾

十la手→+Ie$ 十JIaw一→十月C山 十la号→+le$ 名詞や形容詞を自動詞化する接辞

十leJ(十la) 十月eJ(-1一刀a) +leJ (+la) 動認化接辞

十le2(+Ia) 十刀e2(+刀a) 十le2(+la) 形容詞を他動詞化する接辞

+Ien (+Ian) 十汀eH(十周H) 十len(+lan) 名詞や形容認を自動詞化する接辞

十ler(+lar) 十江ep(+Jlap) 十ler(+Iar) 複数語尾

十le手(十la$) 十万ew(十周凶) 十le手 (+l~) 名詞や形容認を自動語化する接辞

名詞を形容詞化する接辞 ...があ
十li(+Iy) 十凡民(+刀bl) 十li(+h) 

る

十lik(+luk， +Iuk， 十JII1K(-1一刀yK， 十lik(+luk，十luk，
抽象名詞などをつくる接辞

十Iyk) 十JlyK，十J1bIK) 十lik)

十luk→+lik 十江YK→十月日K 十luk→十lik 抽象名詞などをつくる接辞

十luk→+Iik 十五YK→十月I1K 十luk→+lik 抽象名詞などをつくる接辞

十ly→+li 十11→+li
名詞を形容詞化する接辞 ..があ

十五hIー→+J1I1
る

トly →+lik 十五hIK →+肌十hk →叶~塑象名詞などをつくる接辞
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+
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十

十
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H
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+

k
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m
山

問

+

+

 

f
g
‘
、
.
，

m

h

 

十

七

-m トM

mmal -tmei LMai →ー附i

ヲ、
-Ma-一→-Me"

つ偽
由江la-一→-me"

、司、

山口la-ー→-meO
、 4、

-Ma-ー→_Meo

十 {+im+llm 1
1人称単数所有語尾(母音終わりの

ロ1(+lm. +um. I 
、 I~吾幹の日寺lこ、語幹末母音を長母音

+um. +lm) 
' 化する) 私の

mm !i人称単数人称語尾私は、私が
-ma
1→否定接辞 ない j 
ヲ、

-ma“一→-mピ

、、
_ma

J

ー→引1e

;動作名詞化

禁止 ...するな、..‘してはいけな

し¥

也m討く→-mek

flag→吋トMaT→-MCK i-mag →吋|動作名詞化

動作名詞化-MaK一→-MeK -m話〈→-mek

[MCY1… l吋
→曲mekci →ωMeK可H →-mekci

-maト I叫 I-MaJIbI→-…→nah→-meli

意図 ...つもりだ

必要・義務 ...べきだ、ー.なけれ

:ばならない

開man1 ゆ中止連用形否定 ないで
! 

-man2→d パ完了連体形否定

l l

ーア否定(一州
-m紅→-mer 1...ないだろう、...ないでしょう、

i…ない

叩 an1→-manlj"MaEfi→-M::lH1

フ、 i ヲ、
-man-→凶man"I-MaH-→ゅM::lli'

-mar→-mer -Map→-Mep 

-maz -→-mez 

_me
1 
(刊a)

_me
2 
(-ma) 

お→ Me3

ト一一
_Me
l 
(-Ma) 

-Me-(司Ma)

時maz-→-mez 

-me
1 
(-ma) 

-me
2 
(刊a)

!不定未完了否定 ないだろう、

‘..ないでしょう、...ない

否定接辞ーない

動作名詞化

、、s
，J
9
u
 
M
 

/aa

‘、、

吋
も
J

ρ・MM
 

、、B
，J
Q
U
 m
 

p
J
S

‘、
令、J
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'
a
A
 

、、，，
J

9
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崎

a
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J
'
E
1

、

今‘J白
iwm
 

禁止 ...するな、...してはいけな

、、.
3
U
V
 

-meg→凶mek I-Mer→働MeK

開mek(刊 ag， I-MeK (-Mar， 

-mak，幽meg) トMaK，-Mer) 

-meg→-mek 

。白、、
l

a

y

D

 

刊

m

k

J

 

向
iw

ふ出

向

叩

引

動作名詞化

動作名詞化
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-mekci 拘 MeK4H -mekci 
意図 ..つもりだ

(-makcy) (-MaK4bl) (-makcl) 

-meli (-malI) 
必要・義務 ..べきだ、・ーなけれ

ーmeli(-maly) -MeJ1H (-M加 bl)
ばならない

不定未完了否定(人称語尾の前)

-mer (-mar) -Mep (-Map) -mer (-mer) .ないだろう、...ないでしょう、

..ない

不定未完了否定 .ないだろう、
-mez(-mez) 同 Me3(-Mお) -mez(刊 ez)

...ないでしょう、...ない

-man I (-man) -M;~ml (-MaH) 四 man
l
(-man) 中止連用形否定 ..ないで

自man
2
(刊 an) -MdHヲ“ (-MaJ-I) 由 man

2
(-man 完了連体形否定 ..，た

疑問の付農語(正書法では続けて
ml (mu， mu， my) MH (My， My， Mbl) ml (mu， mu， ml) 

書く) ...か

ml~ (mu$， I11U$， MHIl1 (Mylll， ml手(mu$，mU$， 伝関の付属語(正書法では続けて

mY$) My山， Mbl山) ml$) 書く) ーた、...ょうだ、...そうだ

十mlz(+imiz， 十MH3(十11M113， 十mlz(+imiz， 1人称複数所有語尾(母音終わりの

十myz，十Ul11yz， 十MbI3，+yMbI3， +日11Z，+UI11IZ， 語幹の時に、語幹末母音を長母音

十位miz，+yl11yz) +yMI13， +bIMbI3) 十Ul11iz，十II11IZ) 化する) 私たちの

現在完了否定 1人称単数 ..なか
-mok -MOK -mδk 

った、...していない、...ことがな
一>-el11ok 一→-eMOK →-el11δk 

し1

疑問の付属語(正書法では続けて
muー今1111 My →MI1 mu  →1111 

書く) ...か

イ云簡の付属語(正書法では続けて
mu~ →1111$ MyIl1→州出 mu号→1111$

書く) ..た、..ょうだ、...そうだ

疑問の付属語(正書法では続けて
muー→1111 mu  →1111 My→MI1 

書く) ...か

イ云潤の付属語(正書法では続けて
mu~ →1111$ My凶→MI1凶 mu~ →1111$ 

書く) ..た、...ょうだ、-一そうだ

my  →1111 MbIー→M討 ml →1111 疑問の付属語(正書法では続けて
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mY$ →mi~ IMhI出→M~山 Iml$ →mi~

十myz→miz「Mb13→+M113 +m江→miz

-mzok -M30K -mzok 

→-emzok 一→-eM3oK →-emzδk 

N 

十n 十日 十n

叫 in，叫-un，日(ー附Y川氏i叫 iい
I-yn) もIH) 叩)

十日光，hl
十nJY→nji +nCl→nCl 

→十H克明

+可i(+i吋i，+吋y，村山，11(+凶H~I1， I十nci(+inci， 

十unjy，十位吋i， j十日米bl，+yH~bl， 十nCl，十unCI，

I+ynjy) +yH~I1， +blH~bl) 十unci，+mcl) 

十m →+i2 +H11→+}42 十m-→+/

十nin→+in2 +H11H，→十日l;? +mlJ→+ilJ2 

十nu凸→+in2 十日YH，→十日記 十nUlJ→十ilJ2

ートn註員 →+in2 十日YH，→十111-/ 十nUlJ→+ilJ2

+ny→+i2 十日hI一→+112 十m →+i2

109 

く) ...か

缶慢の付属語(正書法では続けて

く) た、 ょうだ、 そうだj
i人材、複数所有語尾(母音終わりの

i語幹の時に語幹末母音を長母音
イとする〉 私たちの

現在完了否定 l人称複数 ...なかi

iった、.ーしていなし¥、...ことがな!

と

母音終わりの次に格諮尾が来る

I ~こ挿入される子音

受け身(諾幹の最終音節に iがふ

まれ、 幹が母 終わりの持)

• .(ら)れる

序数をつくる接辞(母音終わりの

時) ..番目の、第.

序数をつくる接辞(母音終わりの

IA寺) ...番霞の、第.

対象格語尾(語幹が母音終わりの

時) ...を

所属格語毘(語幹が母音終わりの

時) 。コ

所属格語尾(語幹が母音終わりの

時) ..0コ

所属格語尾(語幹が母音終わりの

時) 。コ

対象格語尾(語幹が母音終わりの
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十ny員→+凶十日bIH，→十i'!Ill+m1)→+il)2 

N 

十品(+i九十un， 十H，(+加l，+YH.， 十弓 (+il)，十Ul)，

十un，+yn) +YJ-l，十blH.) +Ul)，十ll))

mn l _H，l -1) 

ーnヲ-(ー1泊，骨uお，-Uえ -H，-ヲ( -“H.， -yl-{， _1)2 (ーil)，ぺll)，-ul)， 

調y泊) -YH.， -bll-J，) 働ll))

十niz(+iniz， 十1-:1，113(-hu-J，11 +1)lZ (+il)iZ， 

+長yz，+unyz， 十代y3，+YH.113， 十りlZ，+uりlZ，

十Q品iz，+ynyz) +YJ-l113，十blH.I13) 十位。iz，+ll)lZ) 

-niz (-nyz) 倒1-1，113(ーl-J，b13) -1)lZ (-l)lZ) 

-nok→-enok -H，OK→引-J.OK -1)ok→-el)δk 

十uyz→十品iz 十H，bI3→十民間 十1)lZ→吋iz

-nyz→-niz ーH，bI3→-H.113 勺1Z→勺lZ

国語yzok -H，bI30K -1)lzok 

→-enizok 一→-eH.1130K →-elJizok 

-nzok→必iizok-H，30K -4-el-l30K -1)zδk→-el)zδk 

一般言語学論叢第 14号 (2011)

E寺) ...を

所属格語尾(語幹が母音終わりの

持) ...の

2人称単数所有語尾(母音終わりの

語幹の侍に、語幹末母音を長母音

化する)君の

2人称単数人称語尾 君は、君が

命令 2人称複数(母音終わりの時)

...せよ、...しなさい

2人称複数所有語尾(母音終わりの

語幹の特に、語幹末母音を長母音

化する) あなたたちの、あなたの

2人称複数人称語尾 あなたたち

は、あなたたちが、あなたは、あ

なたが

現在完了否定1人称複数(語幹が母

音終わりの時) ...なかった、...し

ていなし¥、...ことがない

2人称複数所有語尾(母音終わりの

語幹の時に、語幹末母音を長母音

化する) あなたたちの、あなたの

2人称複数人称語尾 あなたたち

は、あなたたちが、あなたは、あ

なたが

現在完了否定2人称複数(語幹が母

音終わりの時) ...なかった、...し

ていなし1、...ことがない

現在完了否定2人称複数(語幹が母
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音終わりの持) ー.なかった、…じ

ていない、...ことがない

P 

;予(ず

-yp) もIf1) 寸前 '"て、 一てから

-pdi (“ipdi，帽pdy，1-I1，ll}I (-lm，lJ，民 I-pdl(ーipdi，-pdi， 
過去完了(-p-di) ーた、ーしてい

-updy， -updi，胸Il)J，bl，-yO，lJ，bl，骨Updl，-updi， 瓦

た、...ことカあった
-ypdy)-ymMblmb1) I-Ipd1) 

-pdir (-ipdir， 1-I1，ll，I1p (-Im，lJ，臼仏凶pdlr(-ipdi乙 i 
現在完了(-pdir) ...た、 .してい

-pdyr， -updyr， I-O，lJ，blp， -yO，lJ，blp， I-pdir， -updlr， 
る、...ことカある

-updir， -ypdyr) i-yIl)J，Hp， -bIll)J，blp) j-updir，γpdtr) 

-pdy 世間bI I-pdl 過去完了(-p-dy) ...た、ーしてい

→-pdi →-O，lJ，H 一歩pdi た、.，.ことがあった

-pdyr 1-I1，ll，blP I-pdlr 現在完了十pdyr) …た、…してし

→-pdir →-O，lJ，叩 →ゃdir |る、 ことがある

R 

時rー→-erl 予→-e131 -[ -->-erl 

1不定未完刷形連体形(語幹

lの母音が長音イヒ) • • .だろう、・ーで

しょう、...る
一一

-rak→時rak
むしろ、やや、のような、らしい

世paK→-pdK -[立k-→-rak 
を示す接辞

-rak(司rak)
むしろ、やや、のような、らしい

-rak(ー1・ak) -P~K (-paK) 
を示す接辞

邑二-se |仮定条件 なら、 たら
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-se(-sa) -ce (-ca) -se (働sa) 仮定条件 ..なら、...たら

+si→+il +CI1ー→+111 +si→+il 限定語尾(語幹が母音終わりの時)

四sm(-sun，輔sun，ーCI1H(-CyH，備CyH，-sm (-sun， -sun， 
第3者に対する願望 一ように

-syn) -CbIH) うm)

十sme→+ine 十CI1He→十日行巴 +sme→+ine 
副詞化の接辞(語幹末が母音終わ

りの持)

SI品(su泊，sun， CI1H， (CYH" CYH" 2人称単数付属語(正書法では続け

sy泊) Cbll-t) 
S11] (SUI)， SUI)， Sll)) 

て書く) 君は、君が

si品iz(su泊yz， SI1]1Z (SUI)IZ， 
2人称複数付罵語(正書法では続け

CI1H，113 (CYH，bl3， 
て書く) あなたたちは、あなたた

suniz， synyz) CYH，113， Cbll-l，bI3) suりiz，SII]IZ) 
ちが、あなたは、あなたが

十SlZ(十SUZ，+SUZ， 十Cl13(+CY3， 十SlZ(+SUZ，十SUZ，名認を形容認化する接辞 ..がな

十syZ) +CY3， +CbI3) +SIZ) し1

-sun →-sm 自CyH→ーCI1H -sunー〉うm 第3者に対する願望 ..ように

十suna→+ine 十cyHa→十日He 十suna一件ine
高IJ詞化の接辞(語幹末が母音終わ

りの時)

sun→sin 
2人称単数付属語(正書法では続け

Cyl-~ →CI1l-l， sU1]→SII] 
て書く)君は、君が

2人称複数付属語(正書法では続け

su凸yz→siniz
Cyl-~b13 

て書く) あなたたちは、あなたたSUlJ1Z→SII]IZ 
一→CI1l-l，113

ちが、あなたは、あなたが

名詞を形容詞化する接辞 ..がな
十suz→十siz 十Cy3→十Cl13 十suz→+siz

し可

-sun→-sm -CYH→幽CI1H -sun -→帽sm 第 3者に対する願望 一ように

十sune→+ine 十cyHe→+I1He 十sune→+ine
高IJ詞化の接辞(語幹末が母音終わ

りの時)

Isui1→Sl凸 SUlJ→SII] 
2人称単数付属語(正書法では続け

cyH，→CI1l-l， 
て書く)君は、君が

2人称複数付属語(正書法では続け
SUl11Zー→SI品IZ CYH，113→CI1l-l，113 SU1]lZ→SII]IZ 

て書く) あなたたちは、あなたた
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ちが、あなたは、あなたが

名詞を形容詞イとする接辞 がな
十s註z→+siz I+CY3→+CH3 十si泣→+siz

!し¥

対 Y422 t 地→+11 腕誠一
i明→加 附 μm→4n 2第副てり人詞撃の3事称者時化〈単))にの数対接君付す辞は属る(、語語願君幹〈望正が末望号が法母よで音はうに終続わけI| 十syna--->+日什CbIHa→吋sma->+ine! 

~ト品 lcbIR→C州 !s…
F、i ヰコ.--W

syn.yz→siniz 
CbIH.bI3 

SlIJIZ→SllJlZ 
一→CHH.H3

十syz→+siz 十CbI3→+CH3 十SlZ→+siz

手

13(IS US 均 |相互 ーしあう
-y~) I-yw， -bIW) 幽 l~)

γ 

l 
|使役
わる時) . . .(さ)せる

U 

受け身(語幹の最終音節に iがふく

-ul→-1 ヴ瓦→ー刀 -ul→幡i まれず、語幹が子音終わりの時)

.. .(ら)れる

十urn→+m +YM→+M 十urn→十m l人称単数所有語尾 私の

十urnyz→+mizl+yMb13→+MH3句 rnlZ→+miz11人称複数所有語尾 私たちの
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I人称単数付属語(正書法では続け
un→m yH→出 un一→m

て書く) 私は、私が

受け身(語幹の最終音節に iがふく

-un 1 ---->-n _yH1 →司行 _un1→-n まれ、語幹が子音終わりの時)

.. .(ら)れる

-un2→ーin -Yli→-l1Ii -un
2→司in2

高IJ詞化の接辞(語幹末が子音終わ
十una→+ine +yHa→十I1He +una →十ine

りの持)

十unJY→+nji
十yH)KtI

十unCl→+nci
序数をつくる接辞(子音終わりの

一→+11)1¥11 時) ...番目の、第...

十1凶i→れ 十YH.1→1{ 十U1Jl→り 2人称単数所有語尾 君の

十uif→+in2 十YH.
2→十M112 十U1J

2→+ilJ2
所属格語尾(語幹が子音終わりの

持) ..の

-un→_n2 -YH. →d -u1J→勺2
命令 2人称複数 ...せよ、...しな|

さし1

2人材、複数所有語尾 あなたたち
十u凸yz→+前iz 十YH.hI3→+1{113 十U1JIZ→+lJiz

の、あなたの

-up→-p ヴロ→回日 -up→-p 中止連用形 ...て、...てから

-updy 伺yn.Il.hI -Updl 過去完了(-up-dy) ...た、...してい

→-pdi 一→-n)J.11 →pdi た、...ことがあった

-updyr -yn.Il.h1p 問updlr 現在完了(-updyr) ..た、...してい

→-pdir →-n)J.l1p →幽pdir る、...ことがある

-Uf→-lr -yp →ー叩 -Uf →-lr 使役 .. .(さ)せる

1人称複数付属語(正書法では続け
usー→IS yc→I1C us -→IS 

て書く) 私たちは、私たちが

-us →-IS -yc ---->-I1C -us→凶IS 動作名詞化

-u~ →-~ -y山→"凶 -u手→・5 相互 ーしあう

-uw一九1W -YB→-11B -uv→-IV 動詞の名詞化

-uz -→ー1Z ヴ3→-113 -uz一→ー1Z 使役 .. .(さ)せる
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U 

受け身(語幹の最終音節に iがふく

同Y五→-JJ 「註1--->-1 まれず、語幹が子音終わりの時)

" .(ら)れる

:十um→+m 十YM→+M 十um→+m l人称単数所有語尾 私の

十註ill1Z→十miz+yM113→棚田+四11Z→+miz11人称複数所有語尾私たちの

l人称単数付属語(正書法では続け
00→m yH→出世1→m

|て書く) 私は、私が

i-iiX114-n 

受け身(語幹の最終音節に iがふく

-mi →-n 世YH →酬H まれ、語幹が子音終わりの時)

" .(ら)れる
牛---'

I-UTIフ-→ーmふ、 -YHヲ→司州場、 -unフ-→司m、ι 再帰 白身を..する

十註ne→十ine +yHe→十11He +註ne→+ine
高IJ詞化の接辞(語幹末が子音終わ

りの時)

÷註汽J1→十nji
十YH)l{，11 しUTI・ 序数をつくる接辞(子音終わりの

Cl一→+nCl
時) -一番目の、第...一→十日光~H

十註fll→れ 十yI{I→H， 十註1)1→。 2人材、単数所有語尾 君の

十註fl2→+in2 十yI{2 →十H~ 十註1)2→十i92
所属絡語尾(語幹が子音終わりの

時) 。〉

“Y汽→_H，2
命令 2人称複数 ..せよ、 .しな

-U1)→_1]2 
さし¥

2人称複数所有語尾 あなたたち
十首長1Z→性iz 十yI{l13→世間 十u1)IZ→句iz

の、あなたの

-up→-p -yn→-n -up→幽p 中止連用形 .，て、'"てから

-updi -yl1)J，11 ー註pdi 過去完了(-up-di) ...た、...してい

→-pdi 一→-n，UH →pdi た、...ことがあった

ー註pdir -y訂Jl.l1p -updir 現在完了(-updir) ...た、...してい

→-pdir →幽n，UHp →幽pdir る、...ことがある
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自ur→ーIr 同yp→-I1P -ur -→-Ir 

usーマIS yc→I1C us -→15 

-us→ー15 -yc→-I1C -us一→-15

-u手→回5 ヴ凶→“出 -u与→-$

-uw→ーIW -yn→-I1B -uv一→ーIV

-uz一→-IZ -y3 →再出 -uz一→ーIZ

Y 

十yl→+i' +bII →十日十11→+i' 

十lーペーi2 十b12→+ぷ 1+12→+i2

十/→十i3 +b13→十日十13→+i3 

一般言語学論叢第 14号 (2011)

使役 . .(さ)せる

1人称複数付属語(正書法では続け

て書く) 私たちは、私たちが

動作名詞化

相互 ーしあう

動認の名詞化

使役 .. .(さ)せる

限定語尾(語幹が子音終わりの持)

対象格語尾(語幹が子音終わりの

時) ...を

高'J詞化の接辞

受け身(語幹の最終音節に iがふく

サ→-1 l-bIJl→-JI I“11ヘまれず、語幹が子音終わりの時)
.. .(ら)れる

+ym→+m 十blM→+M 1+1m→+m 11人称単数所有語尾私の

十blMbI3
十ymyz→十miz 十1m1z→+miz11人称複数百rr有語尾私たちの

yn一-'m

-ynl→幽n

_yn2→司in“

十yna→+lI1e

十ynJY→+nji

一→十Ml13

blHー→I1H 111一→111

-blH1→-H 1_1111→-n 

2 ヲ 勺
-blH一→-I1Ir 1-111-→-lIr 

十blHa→+I1He 1十111a→+ine

十bHDK，bI
十111C1→+nci

一→+1-1)1<:11

l人称単数付属語(正書法では続け

て書く) 夜、は、私が

受け身(語幹の最終音節に!がふく

まれ、語幹が子音終わりの時)

.. .(ら)れる

再帰 自身をー.する

高'J認イヒの接辞(語幹が子音で終わ

る時)

序数をつくる接辞(子音終わりの

侍) ...番臣の、第一-
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附附サ梢ザy刊凶首凶ト山->n→吋良 +九b副ぱl のi

所属格語尾(語幹が子音終わり
十yn2->+in

2 
l+bIH，2→吋切→+llJ | 

時) ..の

; 命令 2人材、複数 ...せよ、...しな
-y註→ーが i-bIH， →-I-? 1-11) →勺 I~> ， 

さし 1

12人材、譲数所有語尾 あなたたち
I+ynyz→十良iz 十民組3→+附3十可1Z→+IJiz

の、あなたの

-yp→-p r-bI口→-n ドlp→-p 中止連用形 ...て、一-てから

う/pdy hmbI mlpd1 1過去完了(-yp-削 た、 してい

→ipdi →幽印刷 →ipdi た、 ..ことがあった

-ypdyr もm，Ublp I-lpdlr 現在完了(-ypdyr) ...た、...してい

→-ipdir →-11R.Ql1p →ipdir る、 ..ことがある
一 一一一

-yr→イ iも中→叩 -1l・→ーir 使役 •• .(さ)せる

l人材、複数付属諾(正書法では続け
!ys→is IbIC→討C IIS→is て

く) 私たちは、私たちが

-ys→-is I-bIC→-uc i-IS→4 動作名詞化

ーy$→剛 I-bIm→ー凶 -1$→-$相互 . しあう
日一

ーyw→-iw もIB→ー出 イV→凶iv 動詞の名前化
山一一 一日

うfZ→ーiz I-b13→43 -IZ→ーiz 使役 .， .(さ)せる

Y 
ー

-ya→ウla 明51 →回H::l -ya→ツ益 確定未完了 ている、ーなる

_yan
l→-yanl m兄H1ー→幽H::lH1 -yanl→-y加 i 未完了連体形 一る

-ýanつ-→サän~吋 -51H2 ー今，Halt2 時yan2→_yfu12
確定未完了 l人称単数(サarynの短

結形) ...ている、...なる

-ya註→ -ya1)→-yalJ 
確定未完了 l人称複数(寸訂sy誌の

-51H，→ 
短縮形) "ている、...なる

-yanyz -51H，bI3 -yaIJIZ 確定未完了2人称複数(サarsy品yzの

→幽ya泊yz →必::lH，bI3 →-y句IZ 短縮形) "ている、 ..なる
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但yar→-yar -5IP→-HdP ヴar→-yar 確定未完了 ..ている、...なる

白押rdy 田沼p，lJ.bI -yardl 過去確定未完了 ...ていた、...な

→ → →-yardi った

サardyr ー兄p瓦blp -yardlr 現在確定未完了 ...ている、...な

→-yardir →-l1dpJl，l1p →-yardir る

確定未完了2人称単数(サarsy員yzの
-yas→-yas 回5IC-→-HdC 自yas→-yas

短縮形) ..ている、...なる

-ya(サa) m話g(国立) -ya (-ya) 確定未完了 ..ている、...なる

時yan
l
(サan) -i1gH1 (骨51H) 伺yan

l
(-yan) 未完了連体形 ..る

_yan
2
付加) ー話gH

2
(-51H) -yan

2 
(-yゐ1)
確定未完了 1人称単数(サarynの短

縮形) ...ている、...なる

うrM(サan) -i1gH， (ω51H.) -yal) (-yal)) 
確定未完了 1人称複数付加y首の

短縮形) ...ている、...なる

ージ出yZ(サa品YZ)ー話gH，bI3(-51H.bI3) -yal)lZ (ヴal)IZ)
確定未完了2人称複数付加y註yzの

短縮形)

四yar(サar) 四話gp(-51p) -yar(ヴむ) 確定未完了 ..ている

-yardi (サardy) -yardi (-yardl) 
過去確定未完了 ...ていた、...な

m話gp，lJ.H(-51pJl，bl) 
った

陶yardir 自民gp，lJ.Hp -yardir 現在確定未完了 ...ている、...な

( -yardyr) (-51pJl，blp) (帯yardlr) る

-yas (サas) -i1gC (-51C) -yas (-yas) 
確定未完了2人称単数(サ芸rsy首yz

短縮形)
r一一]い

ー刀l→匂i -H)l，H→+四 -yCl→-Cl 人を示す接辞
-YJY→-Cl -H)l¥bI→+刊 -yCl→-Cl 人を示す接辞

ヴlS→-IS 制 HHC一→幽I1C -ylS→-IS 動作名詞化

-yus→→s -IOC一→-I1C -yus→ーIS 動作名詞化

-yus→→s 値目yc→引C ー戸lS→-IS 動作名詞化

ヒ企s->-is -HbIC一→-I1C -ylS→4 動作名詞化
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Turkmen suffixes 

Takahiro FUKU孔10Rland Kazuo TAKEUCHI 

Tぽkmensuffixes are shown here. The number of items listed up here is 358. 

The items include allomorphs. The suffixes are shown by a Turkmen Latin al-

phabet， a Turkmen Cyrillic alphabet and a Turkish Latin alphabet. 
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